
 

 

 

 ＜２０２４年秋 消費者のくらし向きに関するアンケート 調査結果より＞。主な購入先は「デパートや 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 物価の上昇と節約意識について、具体的に聞きました。大きく値上がりしたと感じる品目では、『野菜』・『ガソリン・

灯油』・『果物』が上位で、前回調査からの大きな変化は、『米』と回答した方が 5.4％から 38.5％に増えたことです。 

 「値上がりにより購入頻度や量が減った食品や日用品」からは、果物や菓子、デザート類といった嗜好性の高いものや、

レトルト・カップ麺・インスタント食品や総菜・弁当のような、手間と時間を省くための品物を控えている一方、食卓に必

要不可欠な米や卵は、値上がりしても買い控えている人が少ないことが分かります。また、「日頃から節約を意識していま

すか」に対しては、『強く意識している』と『ある程度意識している』が合わせて約 85％となっているにもかかわらず、一

回の買物金額は『増えている』と回答している人が多く、節約だけで物価高を乗り切ることの難しさを示しています 。 


